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今年度の夏はとくに忙しかった 4つのフィールド調査が行われ、そのう

ちのいくっかが同時進行したためだ。 8月上旬、熊本県竜北町教育委員会に

協力するかたちで大野窟占墳横穴式石室の実測調査が始まり、実測経験をも

つ上級生がそこに集結。その途中に今年度の研究室主催のメイン調査、熊本

県西原村河原第3遺跡の発掘調査が開始された大野窟古墳調査参加者も含

めほとんどの学生がそれに携わり、新たな石器ブロックの存在を確認するな

どの大きな成果を上げた 10日程の休息、ののち、今度は熊本県上天草市史大

矢野町編編纂事業の環となる千崎古墳群発掘胴査と広浦古墳測量調査が並

行して実施された。千崎古墳群では横穴式石室の存在を確認、広浦古墳では

詳細な測量図を作成し、 9月末、ようやく予定した夏の調査を終了した

これ以外にも、春には上天草市所在遺跡の分布調査と鹿児島県笠利町マッ

ノト遺跡出士遺物の整理作業、秋には島根県松江市古浦遺跡の発掘調査、そ

して夏休み前にはロシア共和国・クラーク5遺跡の発掘調査が実施されてぃ

るので、授業期問と冬の整理作業期間をのぞいてほぼ1年中、何らかの

フィールド調査が行われていたことになる。

でも、掘りっぱなしではいけない。調査成果を報告書にまとめて世に問う

ことは老古学徒として最低限の義務である調査を行ってぃる主体がこれか

らの考古学界を担う学生の集う学問の府であれぱなおさらである。このよう

な強い信念のもと、苦労は多々あるけれどもなんとか毎年の報告書刊行を継

続してきた結果、本書で41集を数えるに至った大学をめぐる昨今の情勢に

はとても厳しいものがあるが、こうした教育・研究活動を今後も維持してぃ

きたいと強く思う。

さて、本書には上天草市所在遺跡に関わる調査の成果が盛り込まれてぃる。

上述の古墳調査はもちろんのこと、20船年度に実施した小波戸遺跡の発掘調

査、さらにはこれまで公表されてこなかった各種表採資料・発掘資料の報告

も含まれているこれらは『上天草市史大矢野町編資料集2 として刊行さ

れたものであるが、上天草市関係各位のご厚意によりここに転載させてぃた

だいた発掘調査や整理作業、報告書印刷の過程でお世話になった多くの

方々を含め、心よりの感謝の念を捧げたい

序 文

2006年3月1日

杉井 健



本書は、熊本県上天草市所在遺跡を対象とした考古学調査の毅告書であり、上天草市史大矢野町編資料集

2 (上天草市発行、2006年)の別刷である。その内容は、下崎古墳群の実測・発掘開査報告、広浦古墳の

測撮・実測朋査報告、小波戸遺跡の発掘調査報告、上天草市所在遺跡の分布調査および表採遺物の報告、千

岫占墳群および桐ノ木尾ぱね冉墳出士人骨の調査報告からなる

2.それぞれの遺跡・調査についての詳細は以下の通りである

【千崎古墳群】

①千崎古墳群は、熊本県上天草市火矢野町緋和千ψ那船0・30釘番地他に所在する。

②今年度の調査は第4次調査にあたり、本書の内容はそれに関するものである。

③調査主体は上天草市教育委員会である。

④調杏扣町名は杉井健(熊本火学文学部助教授)と前田真由子(同文学研究科火学院生)である

⑤調査翔弸1は2005イ1Ξ9月11Πから28H までの計18日問である

(6)千峪古墳群に関するレベル高はすべて海抜を表し、方位は国士座標(2系)の北を示す。

⑦雜告沓抄録に示した北緯と東経は、測量基準点SE01の世界測地系による数値である。

⑧士層名の色調は「新版標準土色帖」によった。

円)朋査および合布、整理作業の実施にあたっては、以下の諸氏・諸機関から多くのご協力とご援助を賜った

四丸浩一(上天草市史大矢野町編編纂室)、山崎勝安・成田健一(伐採)、逸見泰久(熊本大学合津マリン

ステーシヨン:稍舎)、古城史雄値§本県教育委員会)、維和島住民の方々、上天草市大矢野公民館

佃)闘査参加者は以下の通りである

甲元眞之・木下尚子・杉井健(熊本大学教員)、芝康次郎(同社会文化科学研究科博士課程1年生)、森幸

・郎(同文学研究科修士課程2年生)、岡本真也'神川めぐみ・前田真由子(同文学研究科修士課程1年

ι1Ξ)、三好栄太郎(同文学暗卵f究生)、島津屋寛(同文学部4年生)、荒田敬介・清水恒志・高平愛子・津

Ⅲ勇希・平野両己・森貴教(同文学部3年生)、一本尚之・長田幸子・小濱麻依子・・倉元煥平・高濱美

來・高椋浩史(同文学部2年牛)、壱岐尾可奈子・八郷芙美(同卒業生)

U 写真批影については、謝査参加者令員が扣町した

【広浦古墳】

①広浦古墳は、熊本県上天輩市火矢野町雛和広浦に所在する。

②広浦古墳の調査・報告は、1919年に京都帝國大學によって行われてぃる京都帝國大學文學部考古學研

究報皆」第3冊)。今回の調査は、その時以来約90年ぶりに行われた2j窒目の考占学調査にあたる

侶)調査主体は上天草市教育委員会である。

(4)訓査担当者は杉井健(熊本大学文学部助教授)と神川めぐみ(同文学研究科大学院生)である

(5)謝査期問は2005年9月11Πから28"までの計18日閻である

⑥広浦古墳に関するレベル高はすべて海抜を表し、方位は国士座標(2系)の北を示す。

⑦報告書抄録に示した北緯と東経は、測批基準点0の世界測地系による数値である。

⑧第17図に示した装飾文様をもつ石柏材の写真は以下の文献から複写した。

京都火学文学部考古学教室(代表者樋口降康)編集「京都帝国大学文学部考古学研究報告」第3冊九

州に於ける装飾ある占墳、1976午、脚川書店発行(原本:濱田耕作・梅原末治・島田貞彦著京都帝國大

學文學部"占學研究概告第3冊九州に於ける装飾ある古墳、1919年、京都帝國大學発行)

なお、複写にあたっては、京都大学大学院文学研究科考古学研究室および臨川書店の許"1を得た

⑨調査および合宿、整理作業の実施にあたウては、以下の備氏・諸機関から多くのご協力とご援助を賜った。

渡辺康信(調査地士地所有者)、四丸浩二(上天草市史大矢野町編編纂室)、山崎勝安・成田健一(伐採)、

逸見泰久値k本大学合津マリンステーション:宿舎、古城史雄(熊本県教育委貝会)、維和島住民の方々、

上天草市火矢野公民館

⑩嗣査参加者は以下の通りである。

甲元眞之・木下尚子・杉井健(熊本火学教員)、芝康次郎(同社会文化科学研究科博士課程1年生)、南健

太郎・森幸・郎(同文学研究科修 L',県程2年生)、岡本真也・神川めぐみ・前田真由子(同文学研究科修

1':"染程]イ1'井、'好栄太郎(同文学部研究生)、島津屋寛(同文学割地年生)、荒田敬介・溺水恒,占・高

例 言



、ド愛 f ・津Ⅱ1功希'・平野市己・森貨教(同文学部3年生)、一本尚之・長Ⅱ1幸 f ・小濱麻依子・倉元・椣

十・高濱美來・W'椋浩史(同文学都2年生.)、壱岐彪可奈f・児上幹・西嶋剛広・松ケ野忠(同〒二業生)

ω)写真搬影については、調査参加名金員が担当した。

【小波戸遺跡】

a)小波戸遺跡は、熊木県上天草市大矢塒町上小波戸に所在する。

化)調査主体は火矢野町教育委員会(当1制である。

(3)謝査担当者は甲元眞之(熊本火学文学部教授)である。

④謝査1引間は2003年4月26"から 5 刃 1 "までの計61'1冏である

⑤小波戸遺跡に関するレベル窃はすべて海抜を衣し、方位は磁北を小す

(6)雜告番抄録に示した北紳と東経は、'世界測地系(国士地理院ホームページ地形図幽覧システム)によるも

のである。

⑦士解名の色調は「新版標準士色帖」によった。

⑧調査および整理作業の実施にあたっては、以下の諾氏・諸機関からの多くのご協力とご援助を鵬った。

和出誠治(上天草市史火矢野町編編纂室)、山崎純男休副岡市教育委員会)、人村龍ι1ミご宮岫敬し(熊本県

教育委貞会)、荒木降宏 Cli.名市教育委員会)、上天草市火矢野公民館

9 調査参加者は以下の通りである(所属は当時)

甲元眞之・火坪志子(熊本大学教官)、宮本下恕子(同文学研究科修士課程2年生)、金姓旭・芝康次郎

(同文学研究科修士課税1年go、前H.1知聖(同文学判"年岡0、斉藤伸太郎・滞橋直人(同文学都3年牛)、

原霄織・牧野幸子(詞文学都2年生)

【上天草市所在遺跡】

1 調査は、上天卓市大矢塒町所右純文時代遺跡の分布調誉、および士犬草市大矢野公民館・大矢野高等学

校・宇城市教育委員会所藏資料の調査・整理の2つに分けてhわれた

2分布訓査の主体は上天草市教育委員会である

3分布問査の期剛は2005イ1ミ4月29Uから 5j:11 U までの計3 慌岡である。

4分布訓査および資料整理作業にあたっては、以下の諸氏・需機関から多くのご協力とご援吻を賜った。

閣丸浩二(上天草市火矢野町史編編纂室)、荒木隆宏(k名市教育委員会)、上天草市大矢野公民館、火矢

野高等学校、宇城市教育委員会

5 訓査参加者は以下のとおりである。

分布訓査:甲兀眞之(熊本人学教貝)、芝康次郎(同社会文化科学研究科博上課程1年生)、杣川めぐみ

(同文学研究科修士課程1イ1ξ生)、仙波靖子(向文学部4年ι扮

整理作業:金姓旭・芝康次郎(熊本大学社会文化科学研究科博士課程1年生)、神川めぐみ(同文学研究

科修士課松1年牛一好栄太郎(同文学部研究生.)、西"1絵里子(同文学部4年生)、荒Ⅱ1敬介・所

水佃,ι、・商'F愛 f・・"t田山希'・平野適し・森貨教(同文学部3年牛.)、本尚之 1副.1.1亨 f ・小濱麻

依子・介兀慎十・高i賓美來・商椋浩史同文学都2イ1牲0

【千崎古墳群・桐ノ木尾ばね古墳出土人骨】

n)本霄で報告する人骨資料・は、19郭年に千岫古墳群および樹ノ木尾ばね古墳で検出されたものである。現在、

それら資料は熊木火学大学院張学薬学研窕都に保管されている。

他)千崎古墳群は熊本県上天草市火矢野町維利千崎3080・3081番地他に、刷ノ木1毛ぱね古墳は同市大矢野町綿

利桐ノ木に所在する。

B)謝査は九州大学火学院比戟社会文化研究院の小橋孝愽先生.に依頼し、熊本大学文学都ぢ冉学突刊室にて

2004年10" 12 ・ 13111に行われた。

④謝査にあたっては、熊本火学大学院隆学莱学研究部の児玉公逝先生に多くのご配岨をいただいた

⑤糊沓には小橋先牛のほか、杉井健(熊本火学教員)と牧野市f (祠文学剖玲午牛;当11寺)が参加した

(6)写真払ι影は、井・'橋先牛の指導のもと牧野がチΠ当した

3.本霄の編染は第 1部を前111真由子、第2部を杣川めぐみ、第3 ・ 4 部を芝康次郎、第5 部を杉井健が押'11し

た。第1~4部の執筆分IHについては執笹署Mをそれぞれの文ボに尓した第5部については執羊1者Mを章

の頭に示した
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